
レルギーではあまりなく、徐々に「あ
らっ」というようなかたちで症状が進
みます。皮膚だけだったら、見た目は
派手ですけれども、少なくとも時間的
に余裕があるというように考えていた
だく。呼吸器の症状がちょっと気にな
りだして、どんどん増えてきたといっ
たときには、場合によっては救急車を
呼ぶことになるかと思います。
　池田　皮膚だけでなくて、多臓器の
症状が救急車を呼ぶかどうかの判断の
もとになるのですね。
　長尾　そこになるかと思います。
　池田　先ほどありましたが、アトピ
ー性皮膚炎などが翌日に悪くなる。こ
れについてはあまりお話しにならない
のですか。
　長尾　経験的にもワクチンで翌日ア
トピーが悪化というのはあまりなく、
どちらかというとお出かけして環境が
変わったり、そういったことです。ワ

クチンのせいでアトピーが悪化したよ
うに犯人扱いせずに、湿疹が悪化した
らきちんと外用剤を塗るなど、きちん
と対応することのほうが大事かと考え
ます。
　池田　実際にコロナワクチンの開発
と普及の間で皆さんすごくワクチンに
対して不安を持っていらっしゃるので、
一般のインフルエンザワクチンはどう
なっているのかと思いました。
　長尾　確かにmRNAワクチンは状況
が状況ですし、効果があるので、ある
一定の副反応を許容するかたちですが、
通常のこれまでのワクチンはコロナワ
クチンレベルの副反応だと、そもそも
承認されないですよね。なので、副反
応はもっともっと低いというレベルで
考えていいのではないでしょうか。
　池田　それを聞いて安心しました。
ありがとうございました。

　耳鳴りの原因について治療の変遷と最新の知見をご教示ください。
 ＜東京都開業医＞

耳鳴りの治療

　池田　キーンという短時間の耳鳴り
はよく経験しますが、先生方のところ
に耳鳴りで来られる方は、耳鳴りだけ
なのでしょうか。そのほか何か苦痛を
感じていて来るのでしょうか。
　神﨑　重症の患者さんは、耳鳴りが
あって、さらに耳鳴りによって精神的
な症状、例えばうつや不安、あるいは
睡眠障害といったものが出ている方が
多く、そういう方は重症化しやすいと
いわれており、そういう方を中心に拝
見しています。
　池田　短い時間ちょっと鳴るのでは
なくて、ずっと一日中鳴っていて、そ
れによって睡眠が妨げられたり、気分
がおっくうになってしまったりとか、
そういう方なのですね。
　神﨑　はい。短時間の耳鳴り、数秒
とか数分の耳鳴りはほとんどの方が経
験されているもので、私もそういう経

験がありますが、そういった耳鳴りは
臨床的には問題にならないと思います。
実際には先生が今おっしゃられた長時
間耳鳴りがあって、寝る前にもかなり
大きく耳鳴りを感じて眠れなくなって
しまい、様々な障害が出てしまう方が、
耳鳴りの症状として対応すべき患者さ
んです。
　池田　耳鳴りは自覚的なものですか
ら、診断の際にどのように診断してい
くのか。例えば、どんな音が鳴ってい
て、どのくらいの大きさでとか、そう
いったものを調べることはできるので
しょうか。
　神﨑　そういった検査は可能です。
患者さんの耳に耳鳴りに近い音を提示
し、この音でこの大きさだというよう
な検査があります。具体的にはピッチ
マッチ検査とラウドネス検査という名
前がついています。ピッチマッチ検査

国立病院機構東京医療センター感覚器センター
聴覚平衡覚部聴覚障害研究室室長

神　﨑　　晶
（聞き手　池田志斈）
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けていただく（図）ことで、言い換え
れば耳鳴りの音には注意を払わず、聞
かないようにしていただくのです。耳
鳴りの音を聞かないように、耳鳴りを
気にしないようにとアドバイスします
と、逆に耳鳴りの音を聞きにいってし
まうことになりがちなので、むしろ逆
に耳鳴り以外の音を聞いていただいて、
耳鳴りの音を結果的に聞かないように
する、といった環境を作ることが治療
としては効果的ではないかということ
がわかってきました。耳鳴りよりも小
さい音を聞いて耳鳴りに慣れていただ
くという方法を音響療法と呼んでいま
す。
　池田　音響療法、耳鳴りより小さな
音というのは、具体的には例えばピー

ッという高い音の人たちだったら少し
低いピーッという音、そういう単純な
音なのでしょうか。あるいは、普通の
音楽でもいいのでしょうか。
　神﨑　どのような音でもいいとはい
われていますが、わりとストレスを抱
えている患者さんが耳鳴りになる場合
が多いので、リラックスするような音
楽、クラシックや、あるいは軽いジャ
ズのようなもの、あるいは自然の音と
いうのでしょうか、川の流れの音や、
森の中にいるような音、あるいは鳥の
さえずりのような音を中心に聞いてい
ただくようお勧めしています。
　池田　その方がリラックスできるよ
うな音ということでよいですね。
　神﨑　はい。なるべくそういった音

図　音響療法の概念

耳鳴り音よりも１～２割小さい音量で音楽などの音をかぶせる。
さらに耳鳴りの音よりも、かぶせる音により注意を向けるようにする。

というのは耳鳴りの周波数、音の高さ
が患者さんの耳鳴りと類似のものを提
示して、「この音に近いです」とおっ
しゃられたところをその高さの音だと
判定します。「これぐらいの大きさの
耳鳴りですね」ということを示してあ
げて、患者さん側と実体の見えない耳
鳴りを、音の大きさがこれで、周波数
はこれでというように具現化して、患
者さんの耳の中でこういう音が鳴って
いるということを示すだけでも安心さ
れる方もいます。
　池田　イメージとしては、よく聴力
検査でやるヘッドホンをつけてやるよ
うなものなのでしょうか。
　神﨑　いわゆる聴力検査で使うヘッ
ドホンを使って行います。検査の機器
としてはハイスペックな機器になりま
すが、耳鳴り検査用のモードが備わっ
ている検査機器があり、それを使って
行っています。
　池田　耳鳴りの原因には、どのよう
な状態が推定されているのでしょうか。
　神﨑　基本的にはまず難聴があって、
そのうえで耳鳴りが起こるということ
が考えられています。動物実験で内耳、
いわゆる音を電気に変える機構のセン
サーに障害が起こると、あるいは聴神
経を切断すると、それより中枢側の脳
幹や脳、聴覚野などの神経が興奮する
といわれています。また同時に、聴覚
野を含め脳の中で難聴が起きた後、脳
のネットワークがいろいろ変わるとい

われています。そういったことが耳鳴
りの発症に関係していると考えられて
います。
　池田　内耳からのシグナルが来なく
なってくると脳のほうが興奮してしま
うのですね。
　神﨑　はい。そういう現象が報告さ
れていて、その結果、耳鳴りが起こる
のだろうと考えられています。
　池田　難聴の方が多いということは、
やはり高齢者に多いということでしょ
うか。
　神﨑　はい。加齢性難聴、老人性難
聴ともいいますが、耳は40代初めから
加齢が始まり、結果的に老人性難聴に
耳鳴りが伴いやすくなります。
　池田　年齢的なことですね。
　神﨑　そうです。
　池田　質問の治療の変遷と最新の知
見ということですが、従来どのような
治療をされていたのでしょうか。
　神﨑　かつてはマスカー療法という
数時間、耳鳴りよりも大きい音を聞か
せると、その後、数時間、耳鳴りが消
えるという現象を使って、数時間の耳
鳴りの消失のために少し大きい音を聞
いていただくという治療がもっぱらで
した。しかし、現在ではむしろ逆の発
想で、耳鳴りよりも小さい音を聞くほ
うがいいのではないかと治療の内容が
変遷してきました。
　この耳鳴りよりも小さい音を聞くの
は、耳鳴りよりも小さい音に注意を向
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けていただく（図）ことで、言い換え
れば耳鳴りの音には注意を払わず、聞
かないようにしていただくのです。耳
鳴りの音を聞かないように、耳鳴りを
気にしないようにとアドバイスします
と、逆に耳鳴りの音を聞きにいってし
まうことになりがちなので、むしろ逆
に耳鳴り以外の音を聞いていただいて、
耳鳴りの音を結果的に聞かないように
する、といった環境を作ることが治療
としては効果的ではないかということ
がわかってきました。耳鳴りよりも小
さい音を聞いて耳鳴りに慣れていただ
くという方法を音響療法と呼んでいま
す。
　池田　音響療法、耳鳴りより小さな
音というのは、具体的には例えばピー

ッという高い音の人たちだったら少し
低いピーッという音、そういう単純な
音なのでしょうか。あるいは、普通の
音楽でもいいのでしょうか。
　神﨑　どのような音でもいいとはい
われていますが、わりとストレスを抱
えている患者さんが耳鳴りになる場合
が多いので、リラックスするような音
楽、クラシックや、あるいは軽いジャ
ズのようなもの、あるいは自然の音と
いうのでしょうか、川の流れの音や、
森の中にいるような音、あるいは鳥の
さえずりのような音を中心に聞いてい
ただくようお勧めしています。
　池田　その方がリラックスできるよ
うな音ということでよいですね。
　神﨑　はい。なるべくそういった音

図　音響療法の概念

耳鳴り音よりも１～２割小さい音量で音楽などの音をかぶせる。
さらに耳鳴りの音よりも、かぶせる音により注意を向けるようにする。

というのは耳鳴りの周波数、音の高さ
が患者さんの耳鳴りと類似のものを提
示して、「この音に近いです」とおっ
しゃられたところをその高さの音だと
判定します。「これぐらいの大きさの
耳鳴りですね」ということを示してあ
げて、患者さん側と実体の見えない耳
鳴りを、音の大きさがこれで、周波数
はこれでというように具現化して、患
者さんの耳の中でこういう音が鳴って
いるということを示すだけでも安心さ
れる方もいます。
　池田　イメージとしては、よく聴力
検査でやるヘッドホンをつけてやるよ
うなものなのでしょうか。
　神﨑　いわゆる聴力検査で使うヘッ
ドホンを使って行います。検査の機器
としてはハイスペックな機器になりま
すが、耳鳴り検査用のモードが備わっ
ている検査機器があり、それを使って
行っています。
　池田　耳鳴りの原因には、どのよう
な状態が推定されているのでしょうか。
　神﨑　基本的にはまず難聴があって、
そのうえで耳鳴りが起こるということ
が考えられています。動物実験で内耳、
いわゆる音を電気に変える機構のセン
サーに障害が起こると、あるいは聴神
経を切断すると、それより中枢側の脳
幹や脳、聴覚野などの神経が興奮する
といわれています。また同時に、聴覚
野を含め脳の中で難聴が起きた後、脳
のネットワークがいろいろ変わるとい

われています。そういったことが耳鳴
りの発症に関係していると考えられて
います。
　池田　内耳からのシグナルが来なく
なってくると脳のほうが興奮してしま
うのですね。
　神﨑　はい。そういう現象が報告さ
れていて、その結果、耳鳴りが起こる
のだろうと考えられています。
　池田　難聴の方が多いということは、
やはり高齢者に多いということでしょ
うか。
　神﨑　はい。加齢性難聴、老人性難
聴ともいいますが、耳は40代初めから
加齢が始まり、結果的に老人性難聴に
耳鳴りが伴いやすくなります。
　池田　年齢的なことですね。
　神﨑　そうです。
　池田　質問の治療の変遷と最新の知
見ということですが、従来どのような
治療をされていたのでしょうか。
　神﨑　かつてはマスカー療法という
数時間、耳鳴りよりも大きい音を聞か
せると、その後、数時間、耳鳴りが消
えるという現象を使って、数時間の耳
鳴りの消失のために少し大きい音を聞
いていただくという治療がもっぱらで
した。しかし、現在ではむしろ逆の発
想で、耳鳴りよりも小さい音を聞くほ
うがいいのではないかと治療の内容が
変遷してきました。
　この耳鳴りよりも小さい音を聞くの
は、耳鳴りよりも小さい音に注意を向
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同程度の効果しかないといわれていま
す。
　池田　よくビタミンB12とか、血行
をよくするトコフェロールとかを使う
方もいるのですが、こういう方たちに
対してはどのように説明されているの
でしょうか。
　神﨑　本当にビタミンB12不足の方
はビタミンB12の補充によって耳鳴り
が軽減するという論文報告があります
が、ビタミンB12不足、欠乏の方がど
こまでいるのか、なかなか把握できて
おりませんが、そんなにはいらっしゃ
らないのではないかと思います。ビタ
ミンB12だけで耳鳴りが治るというか、
軽減するのはなかなか難しいのではな
いかと思います。もちろん、プラセボ
効果として内服して治る方もいるので、

完全に無駄とは申しませんが、エビデ
ンスとしては効果があるとはなってい
ません。
　池田　中には試してみたいという方
がいると思うのですが、その方は１カ
月やってみて変わらなければ、もう難
しいということなのでしょうか。
　神﨑　そうですね。長い間使って効
果がない場合は次の治療に切り替えて
いかないと、耳鳴りを放っておくこと
で先ほど申し上げたメンタルヘルス的
な悪影響が出る方もいます。したがい
まして、１カ月ぐらいをめどに、薬を
のんであまり効果がないようであれば、
音響療法をお試しいただくのがいいの
ではないかと考えています。
　池田　どうもありがとうございまし
た。

を聞いていただいて、歌など人の声が
入らないほうがいいという報告もある
ので、なるべく音だけという感じに、
と患者さんにはお伝えしています。
　池田　先ほど難聴の方がなりやすい
ということだったのですが、難聴の方
は補聴器だけでもよいのでしょうか。
　神﨑　はい。難聴の方は、ある程度
難聴が進んでしまうと、そういったCD
の音楽や自然の音などは聞こえないこ
とがありますので、そういう方の場合
はまず補聴器をつけていただいて、外
から音を入れてあげる。耳鳴り以外の
音をもっと入れてあげることがまず行
われ、そのうえでリラックスする必要
がある、あるいは音を聞いていただい
たほうがより効果的ではないかという
場合には、今申し上げたような音を聞
いていただいています。
　池田　例えば、仕事柄、なかなかそ
ういう音をずっと流しながら仕事がで
きない方がいますよね。そういう方は
何か特別な器械とかあるのでしょうか。
　神﨑　これも耳鳴り治療器といいま
して、見た目は補聴器になってしまい
ますが、軽度難聴というか、あるいは
ほとんど難聴がない方でも、先ほど申
し上げた自然の音とか、そういった音
の代わりにメロディーのようなものを
流したり、ちょっとノイズに近い音で
すが、ザーッというような音を耳鳴り
よりも小さい音に設定して耳に装着し
て聞いていただく方法もあります。そ

の結果、外から見ると医療機器を使っ
ているため、どんな音を聞いていると
か、あまり外に音が漏れないことから
使われている方も数多くいます。
　池田　仕事中にイヤホンとかヘッド
ホンをしていたら、「人の話、聞いて
るのか」と言われてしまいますね。
　神﨑　そのとおりです。
　池田　この音響療法の期間はどのく
らいなのでしょうか。
　神﨑　音響療法の期間は機器であれ
ばだいたい２年間をめどに使用してい
ただきますし、自然の音を聞いていた
だく場合には１日、日中の時間のほと
んどは聞いていただくようにお願いし
て、だいたい２年間お願いしています。
　池田　効果はどのくらいなのでしょ
うか。
　神﨑　完全に耳鳴りが消えるという
方は残念ながら少ないのですが、治療
開始前よりも耳鳴りが軽くなった、あ
るいは気にならなくなった、あるいは
耳鳴りによる日常生活への悪影響、そ
ういったものが減ったということを目
安に評価して、だいたい80％ぐらいの
方に効果があるといわれています。
　池田　いいですね、８割というのは。
普通の薬物療法でも８割というのは得
られない数字だと思うのですが、逆に
薬物療法というのはないのでしょうか。
　神﨑　薬物療法で科学的なエビデン
スがあるものは残念ながら今のところ
なくて、ほとんどの薬物がプラセボと
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同程度の効果しかないといわれていま
す。
　池田　よくビタミンB12とか、血行
をよくするトコフェロールとかを使う
方もいるのですが、こういう方たちに
対してはどのように説明されているの
でしょうか。
　神﨑　本当にビタミンB12不足の方
はビタミンB12の補充によって耳鳴り
が軽減するという論文報告があります
が、ビタミンB12不足、欠乏の方がど
こまでいるのか、なかなか把握できて
おりませんが、そんなにはいらっしゃ
らないのではないかと思います。ビタ
ミンB12だけで耳鳴りが治るというか、
軽減するのはなかなか難しいのではな
いかと思います。もちろん、プラセボ
効果として内服して治る方もいるので、

完全に無駄とは申しませんが、エビデ
ンスとしては効果があるとはなってい
ません。
　池田　中には試してみたいという方
がいると思うのですが、その方は１カ
月やってみて変わらなければ、もう難
しいということなのでしょうか。
　神﨑　そうですね。長い間使って効
果がない場合は次の治療に切り替えて
いかないと、耳鳴りを放っておくこと
で先ほど申し上げたメンタルヘルス的
な悪影響が出る方もいます。したがい
まして、１カ月ぐらいをめどに、薬を
のんであまり効果がないようであれば、
音響療法をお試しいただくのがいいの
ではないかと考えています。
　池田　どうもありがとうございまし
た。

を聞いていただいて、歌など人の声が
入らないほうがいいという報告もある
ので、なるべく音だけという感じに、
と患者さんにはお伝えしています。
　池田　先ほど難聴の方がなりやすい
ということだったのですが、難聴の方
は補聴器だけでもよいのでしょうか。
　神﨑　はい。難聴の方は、ある程度
難聴が進んでしまうと、そういったCD
の音楽や自然の音などは聞こえないこ
とがありますので、そういう方の場合
はまず補聴器をつけていただいて、外
から音を入れてあげる。耳鳴り以外の
音をもっと入れてあげることがまず行
われ、そのうえでリラックスする必要
がある、あるいは音を聞いていただい
たほうがより効果的ではないかという
場合には、今申し上げたような音を聞
いていただいています。
　池田　例えば、仕事柄、なかなかそ
ういう音をずっと流しながら仕事がで
きない方がいますよね。そういう方は
何か特別な器械とかあるのでしょうか。
　神﨑　これも耳鳴り治療器といいま
して、見た目は補聴器になってしまい
ますが、軽度難聴というか、あるいは
ほとんど難聴がない方でも、先ほど申
し上げた自然の音とか、そういった音
の代わりにメロディーのようなものを
流したり、ちょっとノイズに近い音で
すが、ザーッというような音を耳鳴り
よりも小さい音に設定して耳に装着し
て聞いていただく方法もあります。そ

の結果、外から見ると医療機器を使っ
ているため、どんな音を聞いていると
か、あまり外に音が漏れないことから
使われている方も数多くいます。
　池田　仕事中にイヤホンとかヘッド
ホンをしていたら、「人の話、聞いて
るのか」と言われてしまいますね。
　神﨑　そのとおりです。
　池田　この音響療法の期間はどのく
らいなのでしょうか。
　神﨑　音響療法の期間は機器であれ
ばだいたい２年間をめどに使用してい
ただきますし、自然の音を聞いていた
だく場合には１日、日中の時間のほと
んどは聞いていただくようにお願いし
て、だいたい２年間お願いしています。
　池田　効果はどのくらいなのでしょ
うか。
　神﨑　完全に耳鳴りが消えるという
方は残念ながら少ないのですが、治療
開始前よりも耳鳴りが軽くなった、あ
るいは気にならなくなった、あるいは
耳鳴りによる日常生活への悪影響、そ
ういったものが減ったということを目
安に評価して、だいたい80％ぐらいの
方に効果があるといわれています。
　池田　いいですね、８割というのは。
普通の薬物療法でも８割というのは得
られない数字だと思うのですが、逆に
薬物療法というのはないのでしょうか。
　神﨑　薬物療法で科学的なエビデン
スがあるものは残念ながら今のところ
なくて、ほとんどの薬物がプラセボと
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